
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































伊兵衛 １４ 1，７，７．２４ ０，３，１８１４，６，１０’１，２，７，２６
忠左衛門 1８ 1６．０．１５ ０，４，１０ 2．２．１０ 1，３，３，２５




五左衛 門 4２ 1．１．５．０９ 0，１，０２ 1．２．０４ 1，０，２，０３
勘十郎 6４１０．８．９．２２ 0，８，０９0，２，１２ ０，７，９，０１
勘左衛門 1４２１０，２．４．１５ 0，１，２４ 0．１．０２ 0，２，１，１８






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































下田’４，３，８ 1７ 27.3 ７１７１１１
下々田 ５，４，５，２７ 34.0 ５１５１９
0%'一一｜／|／小計 9.3％’１００1６，０，６，０９
土畑 1８ ９１１０１１３２，０２ 1１．５
中畑 2３ ７１８１１１３．０４ 1４．７
下畑 3６，９ 1２ 23.5 ５１６１９６
下女畑 3０，２，４，２３ 1９．２ ４１４








































































































































1町～２ ０３ ０ １
町以上’２Ｄ&＝ ０ ３ １ １２ ６
(141人）計 60人'２５人'２２人'２０人’６人’３人１２人’１人’２人
大久野村の表1０ 戸平均所有
屋敷｜合計水田’畑｜切 畑 木原
2311駒2112野3ＭMN7,M711iJ5m2117厩L7,07耕地｜,'１１Ｍ
所有戸数’134人’196人’129人’143人’141人’220人
一戸平均’1反１１M29歩'5反4Iii/(１０歩'1反7畝10歩’１反08歩’７畝13歩'7反7畝10歩
筆数Ｉ779筆’2417筆’988筆Ｉ564筆’338筆
一筆平均’２畝01歩’４畝12歩’２畝08歩’２畝18歩’３畝０３歩
魍寺社地と入作地を除いたため耕地面積は表７の数値と一致しない
と
く
に
、
四
町
七
反
余
で
村
内
第
一
位
の
耕
地
所
有
者
仁
左
衛
門
、
そ
し
て
、
四
町
一
反
余
で
第
二
位
に
あ
る
甚
左
衛
門
は
と
も
に
秋
川
流
域
の
諸
村
の
な
か
で
も
極
め
て
卓
越
し
た
存
在
と
思
わ
れ
る。③
屋
敷
持
前
表
８
に
示
す
と
お
り
、
当
村
の
無
屋
敷
の
者
は
七
九
人
で
名
請
人
の
三
五
・
九
％
に
当
た
る
。
が著しい。
り
、
他
は
和
田
家
文
書
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
当
村
は
全
国
標
準
以
下
の
生
産
力
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
当
村
は
隣
村
の
平
井
村
よ
り
一
八
町
ほ
ど
耕
地
が
広
く
、
田
・
畑
の
割
合
は
同
率
で
あ
る
。
が
、
当
村
は
平
井
村
よ
り
上
畑
・
中
畑
・
下
畑
の
石
盛
が
一
つ
低
い
こ
と
、
か
つ
、
七
倍
の
広
さ
の
切
畑
と
木
原
を
有
す
る
こ
と
か
ら
生
産
力
は
低
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
②
土
地
所
有
状
況
当
村
の
土
地
所
有
状
況
は
表
８
の
と
お
り
で
あ
る
。
名
請
人
は
二
二
○
人
で
あ
る
。
五
反
未
満
の
所
有
層
は
一
一
六
人
で
名
請
人
全
体
の
五
二
％
を
占
め
る
。
五
反
以
上
一
町
未
満
の
所
有
層
が
四
二
人
で
全
名
請
人
の
一
九
・
一
％
、
一
町
か
ら
二
町
未
満
が
四
一
人
で
一
八
・九％、一一町以上の所有層が二一人で九・一％である。
当
村
は
五
反
未
満
の
零
細
農
民
が
多
数
存
在
す
る
反
面
、
二
町
以
上
の
所
有
層
も
比
較
的
多
い
の
で
あ
る
。
以
上
よ
り
当
村
は
階
厨
差
五七
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階層的に糸ると五反未満の所有層では無屋敷が七六人で
九六・四％を占める。一反から二反未満の極めて零細な所
有層に無屋敷が多い。五反から一町未満では三人、一町以
上の所有層では無屋敷者は皆無である。
と
こ
ろ
で
、
当
村
の
屋
敷
持
は
名
請
人
二
二
○
人
中
、
一
四
一
人
で六四・一％を占め、平井村の七三％より少ない。
この屋敷持の筆数をゑると平井村以上に多筆所有傾向が
強
い
。
す
な
わ
ち
、
表
９
の
ご
と
く
屋
敷
持
一
四
一
人
の
う
ち
一
筆
所有のゑは六○人で四二・六％、一一筆以上の所有が八一名
で
五
七
・
四
％
で
あ
る
。
最
高
は
仁
左
衛
門
〔
合
計
反
分
順
位
一
位〕と与左衛門〔第三七位〕の九筆所有である。一町以上
の
階
層
に
屋
敷
地
の
多
筆
所
有
が
多
い
。
なお、同一所有者のこれらの屋敷地の小名を辿ると屋敷
地
は
必
ず
し
も
近
在
に
集
中
し
て
お
ら
ず
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ひ
（釦）
と川越陵えたぐらいの遠隔地に散在している傾向が承られ
る。④
｜
戸
平
均
耕
地
当村の一戸平均耕地は七反七畝余（名請人二二○人）で、
平
井
村
の
七
反
一
畝
よ
り
わ
ず
か
に
広
い
。
｜筆平均は水田二畝一歩・畑地四畝二歩・切畑一一畝八歩
・木原二畝一八歩、屋敷地一一一畝一一一歩である。
水
田
の
所
有
者
は
二
一
四
人
で
一
戸
平
均
は
一
反
一
畝
余
、
以
下
法
政
史
学
第
三
十
八
号
そ
れ
ぞ
れ
、
畑
は
一
九
六
人
で
五
反
四
畝
、
切
畑
は
一
二
九
人
で
一
反
七
畝
、
木
原
が
一
四
三
人
で
一
反
八
畝
、
屋
敷
が
一
四
一
人
で
七
畝一三歩となる。
名
請
人
一
三
○
人
の
う
ち
水
田
所
有
者
は
六
○
・
九
％
と
平
井
村
の
七
五
・
五
％
よ
り
少
な
い
。
水
田
の
一
戸
平
均
面
積
は
一
反
二
畝
余
で
平
井
村
の
八
畝
余
を
四
畝
ほ
ど
上
回
っ
て
い
る
。
また、屋敷の一戸平均は平井村の一一畝一一一歩のおよそ三倍
の
広
さ
で
あ
る
の
も
注
目
さ
れ
る
。
⑤
検
地
案
内
人
当
村
の
六
人
の
検
地
案
内
人
は
村
内
で
は
ど
の
地
位
に
あ
る
か
、
士
地
所
有
状
況
か
ら
ま
と
め
る
と
表
ｕ
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
案
内
人
で
合
計
反
別
順
位
の
高
い
も
の
で
も
仁
兵
衛
の
四
二
位
、
次
左
衛
門
の
五
一
位
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
案
内
人
は
村
の
有
力
者
や
上
屏
農
民
が
あ
た
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
当
村
は
分
付
戸
姓
を
持
た
な
い
中
間
層
以
下
の
者
で
あ
る
。
彼
ら
は
土
地
に
精
通
し
て
い
る
者
か
、
あ
る
い
は
か
つ
て
の
有
力
農
民
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
検
地
案
内
人
に
つ
い
て
も
当
村
の
村
落
構
造
の
特
異
性
が
窺
わ
れ
る
。
⑥
分
付
状
況
当
村
に
は
四
一
四
筆
に
及
ぶ
分
付
記
載
が
あ
る
。
こ
の
内
訳
は
屋
敷地一一一四筆・上田一一筆・中田一筆・下田一筆・下々田一二
筆
（
水
田
合
計
一
六
筆
）
・
上
畑
四
筆
・
中
畑
一
二
筆
・
下
畑
六
○
五八
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筆・下々畑八一一一筆・切畑一八九筆（畑地合計三四八筆）そ
し
て
、
木
原
一
六
筆
で
あ
る
。
以
上
よ
り
分
付
地
、
の
最
も
多
い
の
は
切
畑
で
、
次
に
下
々
畑
・
下
畑
・
尾
敷
地
の
順
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
分
付
百
姓
が
耕
作
す
る
土
地
の
多
く
は
生
産
力
の
期
待
で
き
な
い
地
味
の
悪
い
切
畑
・
下
々
畑
・下畑であったことは充分納得できる。
表１１大久野村の検地案内人(寛文７年）
潮合計岡近世初期、秋川流域における村落構造の一考察（清水）
畑屋敷地案内人 田
1．１．０，２５42位11,3,5,2211,5,0610,9,21仁兵衛
０１０，４，２３１１，１，１，０１次左衛門 1．１，４，２４5１
０．８．３，２２１１，０，０２１２，０，０３１０，５，３,１７弥兵衛 8２
０，５，６，１５１０，５，１９１０，４，０８１０，４，６,1８伝左衛門 9７
０．５，４，０４１０，９，１０１０，４，１０’０，４，０，１４清兵街’101
０，２，９，０８１０，４，１５１０，４，０４１０，２，０,１９六郎右衛門’１２９
表１２大久野村階層別分付主(寛文７年）
名請蝋)｜屋敷地|舎姓墓順位｜名 ＿ユユ▲1]l」
'｜仁左術''１|虹辱100|辱」IllilO413人最上層
分
付
主
２１甚左衛門’４，１，１，２７１０，２，１，１７１２６人
４１市兵衛’３，７，６，２６１０，２，２，０６１１人
２５１孫右衛門’１，９，１，２９１０，１，０，１４１１１人上層
分
付
主
し
か
し
、
意
外
に
思
え
る
の
は
屋
敷
地
の
分
付
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
分
付
に
よ
っ
て
初
め
て
屋
敷
持
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
者
は
、
屋
戯
地
の
分
付
百
姓
三
四
人
中
、
助
左
衛
門
〔
合
計
反
別
順
位
七
四
位
〕
・
茂
右
衛
門
〔
八
一
位
〕
・
平
右
衛
門
〔
一
三
一
位
〕
・
与
粭
右
衛門〔一五四位〕の四人である。残りの三○人は分付によ
っ
て
多
少
、
屋
敷
地
を
拡
大
し
て
い
る
。
２８１八郎左術''１１１，８，１，０８１０，１，４，０４１７人
３０１灯左衛''１］’１，６，８，２６１０，０，９，１２１１２人
中
間
層
分
付
主
６２１三郎右衛門’１，０，０，０８１０，１，６，０７１２人
６３１権左衛門’０，９，８，２２１０，０，２，１２１１人
６９１勘右衛｢'１１０，９，４，００１０，０，８，１２ ４人
１４６１勘左衛門’０，２，２，２６１０，０，０，１５ ３人下層
分
付
主
長五即’０，０，４，１４１０，０，０，０ ２人1９８
重郎兵衛 ０，０，２，２４１０，０，０，０ ５人206
前
掲
、
表
８
に
示
し
た
と
お
り
、
当
村
に
は
三
六
人
の
分
付
主
と
七
八
人
の
分
付
百
姓
が
存
在する。
分
付
主
は
高
請
百
姓
の
仁
左
衛
門
〔
合
計
反
別
順
位
第
一
位
〕
・
甚
左
衛
門
〔
二
位
〕
か
ら
下
層
農
民
の
勘
左
衛
門
□
四
六
位
〕
・
長
五
郎
□
九
八
位
〕
か
ら
三六人である。
分
付
百
姓
は
高
諦
百
姓
の
仁
左
衛
門
□
位
〕
・
甚
左
衛
門
〔
二
五九
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表１３最上層分付主の分付関係４
市
兵
衛
２
甚
左
術
26人Ｆ,i⑧
仁
左
衛
３人門④
ｌｌｌｌｌｌｌ
８７６１１３１５２１６
七七市仁平善三
聖左左左右右聖衛衛衛衛衛衛衛
門門門門門門門士△△さ△△△
’’
２０３１５１
孫与
治
七右
衛
郎門
△△
法
政
史
学
第
三
十
八
号｜ｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌ｜｜｜｜｜Ⅱ’’１４２１４１９３８７８０７９７４７３６８６２５５５３４８３５２７２６２０１３１２１０９
庄善仁新喜喜助半喜三久彦六六圧五三清孫五長
五重嘉兵嘉兵縣篶焉兵鯰兵髻嘉焉蓋蓋二郎郎門衛門衛門門門門門衛門門衛門門門門門衛坐~n$△△△~△「|△j△△△血|と造△⑪
’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’１１３８９６８５０４７４０２３１０６１１２１１８１８J1391815111112524103715247
次市喜九源惣治五作孫長嘉嘉大久仁喜清助五与利源
篶髻焉兵嘉焉鱗蕾五焉辮重三議嘉嘉
門門門衛門門門門門門郎門門門門門郎郎門門門門門△|△と△△△壷△と△△△△土±△△△童△△△
Ⅱ’’’
1１１１０８８１３６６５
善五八 助弥
重碧右右右衛衛衛衛
郎門門門門
△’△
⑧
別
長
左
衛
門
△
表１４上層分付主の分付関係
３０
弥
左
術
12人門
胆
八
郎
左
衛
門
１人７
班
孫
右
衛
門
１人１１
llIAmMl8〔l7811J0J6J4J3｣4＋J56l7614J51＋lilO1W7｣8｣72131'61'5Ⅲ
長徳甚八新茂九小八徳長七次新孫久七七甚仁次八九六与治三久長仁
嘉嘉嘉兵嘉兵焉髻焉嘉焉兵兵兵艤＝篶嘉纈篝髻嘉兵焉門門蔵門衛門衛門門門門門衛衛衛門門門衛蔵門門門門門門門門衛門△△△△'△'△△△△△△'△△'△△△△△△△△△△&,△±（ＤＯｑＤＯ
性分付主一'二分付百姓を示す。
名前の上の数字は合計反別順位を示す。
名前の下の△印はそれ以下の分付関係がないことを示す。
Ａ・Ｂ.Ｃ……アルファベットは操り返しふられる分付関係を示す。
六○
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鰍Ⅲ三郎右衛椚Ｉ｜Ⅱ汕蕊聰離川勘左衛”‐｜川脇補鞠調排騨隣釧難癖礁騨雛〕
付
付
分勤田権左衛門ｌ皿久兵衛△船川長五Ⅶｌ｜Ⅱ蝋騎拠臥加許繩峡繩卿Ⅶ削馴剛一艸
人
、王付
中田勘右衛門ｌ
川重郎兵術１１田惣左衛門△は甚左衛門ロ一位〕の分付百姓であり、分付百
人
ｌ
Ⅱ
勘
左
衛
門
ｌ
①
旧
Ｍ１叫七右衛門△姓久左衛門〔五五位〕からも分付されている。
表
表
ｌ
佃
彦
惣
△
ｌ川権三郎△また、分付百姓新兵衛〔八七位〕が自分より名
位〕から下厨農民の孫七〔一一○一一位〕・長右衛Ⅲ〔一一一八詩反別の多い五郎右衛門〔一○位〕・治郎右衛門〔一一一一一位〕
位〕ら七八人である。これら、分付主および分付百姓の半ら六人と脚分より名請反別の少ない市郎左衛門〔八九位〕・
数
は
一
町
以
上
の
土
地
所
有
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
次
郎
右
衛
門
〔
’
一
三
位
〕
の
一
一
人
、
合
計
八
人
に
分
付
し
て
い
ここで、分付主を「最上層」・「上層」・「中間層」．る。なお、甚左衛門〔二位〕は経営地四町一反余と分付地
「下層」の四段階に分けて各階層から三人ずつを例にあげ一一一町八反余を合算すると八町歩を有することになるので、
て分付百姓との関係を把握したい。
か
つ
て
は
村
内
最
大
の
士
地
所
有
者
（
土
豪
ク
ラ
ス
の
農
民
）
で
あ
次
に
表
皿
の
分
付
主
を
と
り
あ
げ
て
承
る
。
ったと思われる。
前
掲
、
表
、
の
「
最
上
層
」
の
分
付
主
と
分
付
百
姓
と
の
関
係
を
分
付
主
の
市
兵
衛
〔
四
位
〕
は
分
付
百
姓
の
長
左
衛
門
〔
二
川
位
〕
承
る
と
仁
左
衛
門
〔
｜
位
〕
は
三
人
の
分
付
百
姓
を
持
つ
が
そ
の
一
一
一
ひ
と
り
を
有
し
、
一
反
五
畝
を
分
付
し
て
い
る
。
こ
れ
は
長
左
衛
門
人
の
下
に
は
新
た
な
分
付
関
係
は
な
い
。
分
付
地
の
合
計
は
二
反
二
の
名
請
反
別
一
反
九
畝
余
の
七
八
％
を
占
め
る
。
畝歩である。
以
上
、
最
上
層
の
分
付
主
に
つ
い
て
ふ
た
が
甚
左
衛
門
が
最
も
多
甚
左
衛
門
〔
二
位
〕
に
は
二
六
人
の
分
付
百
姓
が
存
在
し
、
そ
の
数
の
分
付
百
姓
を
有
し
複
雑
な
分
付
関
係
を
示
し
て
い
る
。
分
付
地
の
合
計
は
三
町
八
反
八
畝
余
に
も
及
ぶ
。
分
付
百
姓
に
は
高
上
層
・
中
間
層
・
下
層
の
分
付
関
係
は
各
々
表
ｕ
・
表
旧
・
表
肥
近世初期、秋川流域における村落構造の一考察（清水）
一ハ一
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の
と
お
り
で
あ
る
。
中
間
層
や
下
層
の
分
付
主
で
は
当
然
、
分
付
百
姓
の
分
は
少
な
い
。
上
層
・
中
間
層
・
下
層
に
お
い
て
も
特
徴
的
な
こ
と
は
分
付
主
自
身
よ
り
は
る
か
に
農
業
経
営
が
卓
越
し
て
い
る
者
に
分
付
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
下
層
の
分
付
主
勘
左
衛
門
□
四
六
位
〕
が
高
請
百
姓
の
仁
左
衛
門
□
位
〕
に
、
同
じ
く
下
層
の
分
付
主
長
五
郎
□
九
八
位
〕
が
甚
兵
術
□
一
一
位
〕
に
分
付
し
て
い
る
。
｜
般
的
に
は
、
分
付
主
と
分
付
百
姓
の
関
係
は
『
持
て
る
者
』
が
『
持
た
ざ
る
者
』
に
分
け
る
関
係
で
あ
る
が
、
当
村
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
該
当
せ
ず
複
雑
で
あ
る
。
慶
長
三
年
の
「
武
州
多
西
郡
小
宮
領
草
花
郷
地
誌
帳
」
の
分
付
関
係
に
つ
い
て
も
同
様
な
傾
向
（犯）
が
み
ら
れ
る
と
坂
上
洋
之
氏
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
和泉清司氏は「分付主と分付百姓との間に、給人と農民
との関係、②有力農民と自営小農とのやや従属性を伴う請
作
関
係
Ｉ
こ
の
場
合
分
付
百
姓
に
と
っ
て
そ
の
経
営
の
一
部
補
完
的
役
割
を
持
つ
こ
と
も
あ
る
。
逆
に
有
力
農
民
に
と
っ
て
は
隷
属
農
民
の
逃
亡
等
に
よ
る
手
余
地
へ
の
耕
作
強
制
や
依
存
な
ど
も
あ
るＩ、③有力農民とその血縁分家層との従属性を伴う関
係、四有力農民とその血縁分家層との従属性を伴う関係、
⑤有力農民相互の得分権支配に基づく関係１１他村の者を
含むｌ、⑥有力農民と他村入作小農との詩作関係等複雑
法
政
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（羽）
な
関
係
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
当村の分付Ｊもこうした複雑な関係を表出させているもの
と考えられる。
表Ⅳは権利関係をまとめたものである。検地帳の名請人
は
二
一
一
○
人
で
あ
る
が
、
他
村
の
分
付
主
で
請
作
関
係
を
示
す
の
か、分付主としての承現われた者が一人おり二二一人とな
る。主作地（名拳而地）の承を持つ者が半数を占め、分付百姓
と
し
て
の
糸
現
わ
れ
た
者
は
四
人
で
あ
る
。
与
治
右
衛
門
□
五
四
位〕・嘉左衛門〔一八三位〕・徳右衛門〔一一○一位〕・長
右衛門〔二一八位〕で各々一反八畝、一反一五歩四畝、’
二歩の被分付によって名請人として登録されている。
と
こ
ろ
で
、
分
付
に
つ
い
て
秋
川
流
域
お
よ
び
近
隣
の
状
況
を
整
理
す
る
と
表
肥
と
な
る
。
寛
文
期
に
お
い
て
も
ま
だ
分
付
が
承
ら
れ
、
そ
れ
は
比
較
的
山
方
の
村
に
多
い
。
し
か
し
、
当
村
の
ご
と
く
寛
文
期
に
多
数
の
分
付
主
と
分
付
百
姓
を
有
す
る
村
は
例
を
み
な
い
。
なお、「○○分△△」の「分」のほかに、「名」・「内」・「成」
が
一
部
に
使
わ
れ
て
い
る
が
分
付
記
載
を
意
味
す
る
も
の
か
、
な
お
今
後
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
⑦
入
作
・
出
作
状
況
大
久
野
村
の
入
作
状
況
は
表
四
の
示
す
と
お
り
平
井
村
よ
り
二
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表１７大久野村寛文検地帳による権利関係
権利関係 人数近世初期、秋川流域における村落構造の一考察（清水）
分付主としての承現われたもの １
分付主にして主作地（名請地）を持つ者 2１
分付主・名請人・分付百姓として現われた者’１５
主作地（名請地）の糸を持つ者 1２４
主作地を持ち、かつ分付百姓である者 5６
分付百姓としての糸現われた者 ４
221人
表１８寛文期の秋川流域近隣の分付状況
村名｜碧付墨|雰賠扉｜記載例 出 典
'衞原村|島し識|不明|｢九驍驍｣|｢倫原村史｣P394
戸倉村｜あり’３人－３人 松村安一｢西多摩地力史研究覚書」
乙津村｜あり’9人-23人’ 同上
畑予太てr`ＦｊＴ－▽･群肯十
五ｎ市村｜なしＩ０ 五日市村検地帳
入野村｜なし’０ 松村安一「iHi多摩にお'十る近世初期の農村」
小和田村｜なし’０ 同上
伊奈村｜なし１０ 同上
平井村｜なし’０ 平井付寛文検地帳
雨間村|屋し謡|数人|｢～ル｣|雨間村検地帳
草花村｜あり｜数人 草花村中之御縄水帳
代継村検地帳代継村｜あり｜数人
｢羽村町史」Ｐ２１６羽村｜あり’１人－４人
｢都下村落行政の成立と展開
青梅市成木調杳報告」
嚇訪一聴摩剛
上成木村|輝妄i〈ど
松村安一｢西多摩地方史研究覚書」栃窪村｜あり’８人-13人
同上河内村｜あり’９人-19人
拝島村|屋し識|不明｜｢小右電鴎｣|｢昭島市史｣P67LP680一ハ 田中村|ほ殻ど現昭島
市
域
上|可
大神村|ほ妄よど 同上
上川原村|健妄i〈ど 同上
中神村|ほ妄i〈ど 同上
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人、一一一内村の小机から一人で合計一一一人だけである。入作地
も
八
畝
六
歩
で
当
村
の
耕
地
の
○
・
○
四
％
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
極
め
て
入
作
の
少
な
い
の
は
、
当
村
は
山
が
ち
で
あ
る
の
で
、
ひ
と
山
、
二
山
越
え
て
の
往
来
が
不
便
で
あ
っ
た
た
め
と
木原まで地元農民が懸命に開拓し、それ以上、耕地化の余
地がなかったのか、或いはかつて、八町歩余を持つ有力農
民と考えられる甚左衛門家が一帯を支配し、他村からの入
作はできにくい様相にあったとも推察される。
平井村からの入作者は、久左衛門〔合計反別一一三位〕と
いう上層農民と中間層の彦左衛門〔七二位〕である。両者
とも屋敷持である。
次に、大久野村から平井村への出作状況をまとめたのが
表加である。
やはり耕作地は水田より畑地が多い。出作者の半数は村
内で一町以上の耕地を所有し、ほとんどが屋敷持である。
しかし、与三右衛門〔一一○七位〕のような零細な無屋敷
者もいる。最上層農民の市左衛門は一一反近い平井村の水田
を
名
詩
し
て
い
る
の
が
目
を
ひ
く
。
平井村は名請人二○○人のうち五反未満の零細農民は四
八％である。一町以上の所有層は二六。五％と比較的秋川
お
わ
り
に
表１９大久野村への入作状況と入作者
居村での土地所有状況
畑田 合計反Ｂ
(含屋敷地）
合計反
別１１頂位 屋敷地
23位|IIUJ唇425 反畝０，１，１８畝５．１２(切畑）０，００
畝ＭＯ(上田)'0,00 7２ ０，８，３，２９１０，３，１１
0,24(下女田)’０，００
畝歩
５，１２
畝歩
２，２４ 六四
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表
２
０
平
井
村
へ
の
出
作
状
況
と
出
作
者
胎村（大久野村）
士
地
所
有
状
況
$割鯛’
、、耕作地目
、
で
の
畑
合
計
出作耆、
上
畑
｜
中
畑
１
下
畑
｜
下
々
畑
｜
切
畑
上
田
｜
中
田
｜
下
田
｜
下
点
田
屋
敷
地
反1,0,07
反0，６，１６
反0,3,03
６５９０６０９００８３５１４ ２２０００１１０１００２２２
，９Ｊ９９９９，９９９９９，
９４３３３７２８０８２５８７
反ＬｑＬ０ＬＬ４ｑＬＬｑ０ＬＯ
位６旧羽虹必茄飢市氾朋朋ⅢⅦ〃 １１２
町
反
３，３，２，０３
2,3,0,07
１，６，１，１１
１，３，５，２４
１，２，９，０３
１，１，０，２６
1,0,2,25
0,9,0,24
0,8,6,20
0,7,１，２９
０，６，７，２５
０，３，６，１０
０，１,２，２２
０，０，２，２０
反１，３，１９
１，４，２４
０，８，０７
０，８，１２
２,２，１６
０，７，１５
０，９，１１
０，６，１４
０，７,０６
０，９，２１
０，４，２６０
０，６，２７０
市
左
衛
門
久
右
衛
門
徳
左
衛
門
藤
右
衛
門
七
郎
右
衛
門
五
右
衛
門
作
左
衛
門
又
左
衛
門
徳
兵
衛
与
兵
衛
市
郎
左
衛
門
土
佐
弥
三
左
衛
門
与三右衛門
0，４，２５
0，１，１９
1,1,20
0,3,00
1,3,06
1,3,00
1,２，２０
0，４，１０
２，１，１９
0,8,00
0，８，１０
1，０，１０
0，１，２２
0,1,08
0,2,03
1，５，０８
0，５，２５
１，６，１３
0,2,08
0,7,24
町
反
畝
歩
1，８，５，０６
小計’1,0,1011,0,0710,8,0810,8,03
７，５，２４１０，９，０５１２，９，１９１１，８，１２１１,５，０８
町
反
畝
歩
1，４，８，０８
反3，６，２８
合
計
飼主1尾臣’福三培箕且黒土↑Q尊壌鍵廻ｅｈｌ１Ｐ聯（鍵浸）
ＫＩＦＩ
Hosei University Repository
流域の諸村のなかでは多い。無屋敷の者も名請人全体の二
七
％
と
少
な
い
。
また、当村には分付百姓は存在せず近世村落の様相を呈
していると思われる。その理由として、中世からの交通の
要
衝
で
あ
り
、
平
井
市
の
開
催
等
に
よ
り
早
く
か
ら
開
か
れ
て
い
た
ためと思われる。
大久野村は一三○人の名請人のうち、五反未満の零細農
民
が
五
七
・
八
％
を
占
め
、
一
町
以
上
の
所
有
者
は
二
八
・
一
％
で
ある。このなかで二町以上の所有者が九・五％も存在し、
階層差が著しい。特筆すべきことは四町七反余を所有する
有力農民が存在することである。無屋敷は名請人の三五・
九％にあたる。当村には多くの分付記載も承られることか
ら
後
進
性
の
残
存
が
窺
わ
れ
る
。
このように、寛文七年検地帳からふると隣り合う両村に
おいて村落構造に大きな差が認められるのである。
多数の零細な名請化は山間部における寛文検地の特徴で
あろうが、それとともに大久野村の分付記載の示す実態を
明
ら
か
に
す
る
の
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
注（１）北島正元『江戸幕府の権力構造』（岩波書店）五一二頁
（２）木村礎編『封建村落その成立から解体へＩ神奈川県津
久井郡』（文雅堂書店）四二頁
法
政
史
学
第
三
十
八
号
/~、／~、／へ／~､／■､／内、／■、／■、／■､
１８１７１６１５１４１３１２１１１０
、_ノ、=／、_／、_ゾ、_ノ、=ノ～／、‐ノ、_ノ
／－，
９
Ｌ二
／■、／■、／~、
８７６
、=ノ、_ノ、_ノ
（５）
（４） ／■、３
、_ノ
和
泉
清
司
「
近
世
初
期
関
東
に
お
け
る
永
高
制
に
つ
い
て
ｌ
武
蔵を中心にｌ」（「埼玉地方史』’○号、一九八一年）
伊藤好一『多摩のあゆみ』第一八号二九八○年二月）
’三頁
内
倉
大
次
郎
「
秋
川
流
域
の
地
理
的
概
観
」
（
『
西
多
摩
郡
士
研
究』二号、一九五一年）一一一一一頁
前掲（５）の三一一一頁
平井村の小名で、平井市の開催されたところである。
村上直「関東幕領における八王子代官」含日本歴史」一
六八号）、同『多摩のあゆふ』一八号（一九八○年二月）
八頁
秋川流域は寛文期に戸倉村より分村して養沢村・乙津村
となり代継村が上・下に分村し三四か村となったが正保
期は三一か村であった。
『新編武蔵風土記稿』第六巻
『角川日本地名大辞典』一三、一一六八頁
前掲（、）『新編武蔵風土記稿』
前掲（Ⅲ）
『日の出町の歴史』日の出町教育委員会
前掲（Ⅵ）
「多摩の歴史』６（武蔵郷士史刊行会、有峰書店）
前掲（、）『新編武蔵風土記稿』平井の条
三宅家だけはご家庭の事情で検地帳はふせていただけな
かった。
一ハーハ
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（旧）『五日市町史』より無屋敷率を算出すると五日市村は四
六・二％、網代村は七一・九％、戸倉村一一一六・六％、小
中野村三九・一％。「秋川市雨間丸山家文書調査報告」
（『法政史論』第四号）より算出すると雨間村は五二・三
％、『羽村町史』によれば羽村四一・一％、青梅市域に
属する下師岡四五・八％、今寺一一二・五％、野上二八・
九％、黒沢二七・五％、富岡二四・四％、谷野一六・一
％とある。
（別）平井村と菅生村の村境にある小名。
（Ⅲ）入作地の小名を辿っていくと「本宿」「油田」「井士端」
等秋留台地上の小名が多い。
（皿）前掲（Ⅲ）『新編武蔵風土記稿』第六巻四二頁。『旧高旧
領取調帳』一○一頁。
（別）現在は日の出町教育委員会が保管している。
（
型
）
明
治
一
五
年
三
月
一
七
日
、
大
久
野
村
か
ら
出
た
火
が
大
久
野
の
中・下地区を総なめして平井地区北部から尾崎（秋川市）
まで延焼したといわれている。
（妬）四一四筆のうち、「中畑三畝一五歩久左衛門成久右衛門」
という記載が一筆あった。また数筆、「木原四畝岩井三郎
左
衛
門
組
助
兵
衛
」
と
い
う
組
の
記
載
が
あ
る
が
こ
れ
は
除
外
し
た
。
な
お
、
多
数
の
分
付
記
載
は
古
山
家
文
書
・
和
田
家
文
書
に
も同様に確認された。
（配）大久野村の古老でも不明なものが多く、当時の屋号（家
名
）
と
思
わ
れ
る
小
名
が
多
い
。
『
皇
国
地
誌
』
に
は
一
七
三
字
近世初期、秋川流域における村落構造の一考察（清水）
の
記
載
で
あ
る
が
そ
れ
よ
り
多
い
。
（
〃
）
松
村
安
一
「
西
多
摩
に
お
け
る
近
世
初
期
の
農
村
」
ｓ
西
多
摩
郷
士研究』一三号、一九五四年、六一頁）
（
班
）
村
上
直
「
近
世
に
お
け
る
村
と
組
の
問
題
ｌ
檎
原
村
の
場
合
に
ついてｌ」（『多摩郷土研究』二二号）、『桧原村史』一一一
九
四
頁
（別）前掲書（Ⅳ）六三頁
（別）『皇国地誌・西多摩村誌』卿、青梅市史集第二四号（青
梅市教育委員会）、三一九頁
（別）甚左衛門の屋敷地小名についてふると沢口（大久野村の
西南部）・坂本（東北部）・水口（坂本より一・四キロ
奥）・松尾沢（当村の北西部でかなりの奥地）・小長井
（水口より二キロ北）である。
（皿）『秋川市史』六三四頁
（羽）和泉清司「近世初期における徳川検地について」＆史
潮』第九号、一九八一年）
（弧）三内村と大久野村の村境の小名。
八
附
記
Ｖ
本稿の作成にあたっては村上直・馬場憲一両先生、そ
して坂上洋之先生にひとかたならぬご指導とご教示をい
ただき心よりお礼申し上げる。
また、秋川市史編纂室・五日市郷士館、各史料ご所蔵
の方々から閲覧を許していただき深く謝意を表するしだ
いである。
六
七
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